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21.cBNのバンドギャップの圧力依存性
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立方 晶窒化 ほ う素 (c良ド)はダ イヤ モ ン ドと類似の結 晶構 造 を してお り､

物理 的 ･境 韓 的 性質 は非常に よ く似 て い る｡ ダ イヤ モ ン ドに次 ぐ熱伝導度 と嘆

きを持っな ど､ その材料的な興味 は強 く持 たれて い る｡ しか しなが ら､ 良質な

単結 晶の作成か 困難 で あったため､ その物 性に関す る情報 は少 なか った｡ まし

て帯圧下の 実敦 デ ータは非常に乏 しい. そ こで本研究で は基本 的な物性の 一つ

で あ るバン ドギ ャ ップの､ 圧力に対す る変 化 を求め るこ とを目的 と した｡

実額 は透 過光 測 定に よって cBNの基礎 吸収端 を求め. その圧力変化 に よっ

てバ ン ドギ ャ ップの圧力依存性 を調べ た｡ 常圧で の cBNのバ ン ドギャ ップの

値は､6.1-6.5eVで あ り吸収端 は20boÅ付近の紫外域で あ る｡ 光学窓 としては

これ よ り低波 長 領域 まで透過性 のあ る材 料 を必要 とす るので､ 光学窓兼 ア ンビ

ル として人 工 サ フ ァイア を用 いた対向 ア ンビル装 置 を使 った｡ これ に よって装

置 を真空状 態 に しな くて も､約 1900Aまで の高圧下の光吸収測定か 可能 となっ

た｡

実験の結果､ cBNの吸収端 は低波長 側へ シフ トす るこ と､ つ ま りバ ン ドギ

ャ ップ は.* き くな るこ と､ そ してその圧 力係数は6.OmeV/GPaで あ るこ とか 判明

した. この 結果 はダ イヤ モ ン ドにおけ るバ ン ドギ ャ ､ソプ の圧力依存件 と同 L'傾

向で あ る. cBNのバ ン ドギャ ップの圧 力 係数か 正で あ ることは第-原理 に よ

る理論 も予想 して い ることで あ るか､ その 予想 値は本 実験の結果の1/2を下 回 る｡

この こ とは実験 結果 と理論予想 値か ほぼ - 放 したダ イヤ モ ン ドの場合 とは異な

る｡

-148-


